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ジャーナリストの青木理氏 

 

安倍晋三元首相が選挙演説中に銃撃され、死亡するという前代未聞の事件から一

夜が明けた。犯行の動機や背景はいまだ謎に包まれているが、「安倍三代」（朝

日新聞出版）の著書があるジャーナリストの青木理氏は今回の事件をどう捉えた

のか。緊急インタビューした。 【動画】安倍元首相が演説を始めてから容疑者

が取り押さえられるまで 

＊  ＊  ＊  まず大前提として、どのような政治信条があろうと、その政

治家にいくら批判があろうと、今回のようなテロを断じて容認することはできま

せん。改めて言うまでもないことであり、問題はその先にあります。   

 

そのうえで元首相が凶弾に倒れた衝撃的な事件を考えると、これはやはり不気味

な兆候と捉えるべきなのか。だとすれば、なんとしてもそれを押しとどめる必要

があります。  昨年亡くなったノンフィクション作家の半藤一利さんと生前対
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談した際、半藤さんが「社会が戦争に向かう危険な兆候」をいくつか挙げていた

のを思い出します。 

（1）被害者意識と反発が国民に煽られる、（2）言論が不自由になる、（3）教

育が国粋主義に変わる、（4）監視体制が強化される、（5）ナショナリズムが

強調される、そして（6）テロの実行が始まるーー。   

 

当時は重大テロなど起きていませんでしたが、その他の要素はかなり揃ってしま

っているのではありませんか、と尋ねる私に、半藤さんはこう即答しました。

「ええ、しかもそのスピードは戦前より速い」と。   

 

私もそうですが、昭和史の探索に生涯を捧げた半藤さんは、皮相なナショナリズ

ムや排外的風潮が強まる昨今のこの国の政治を危ういものと捉え、強く憂いてい

ました。今回はそうした風潮を煽る側だった元首相がテロの凶弾に襲われたわけ

ですが、それはいったいなぜだったのか。現時点では判然とせず、犯行の動機や

背景の解明を待つしかありませんが、少なくとも半藤さんのいう「危険な兆候」

の最後のピースを埋めてしまうような結果につなげるわけにはいきません。  

 

 ですから、今回のテロに政治やメディアは決して萎縮せず、と同時に犯行の動

機や背景の解明を急いでそれと向き合い、テロの土壌となった課題や問題点が浮

かびあがったなら、その改善に全力で取り組むべきでしょう。 

 

 拙著「安倍三代」でも記しましたが、安倍氏は少なくとも政界入りする前の青

年時代には、強い政治信条や信念を持っていた形跡はまったくありません。 

 

母方の祖父である岸信介氏に強い敬慕の念を抱いているようでしたが、しかし戦

前に特高警察に抗った父方の祖父・安倍寛氏のような胆力や反骨心、あるいは戦

中に特攻隊を志願しながら生きながらえた父・安倍晋太郎氏のような歴史観もバ

ランス感覚もなく、名門政治一家の跡取りとして生を受けた“おぼっちゃま”にす

ぎないという印象を持ちました。  

 

 これは妻の昭恵さんも言っていましたが、その期待に応えるため、自らが描く

偉大な政治家像を「演じていた」側面もあったでしょう。そんな安倍氏は、首相

として 7 年 8 カ月という歴代最長政権を成し遂げましたが、客観的に見てそれに

見合う“レガシー”を遺したとはいえません。だから首相退任後も影響力を保持し

ようと躍起になり、自らの政権を否定するような動きには公然と横槍を入れたの

かもしれません。 

 

  その振る舞いは見苦しいものだったと私は思いますが、そうした途次、しかも



重要な国政選挙の最中、まさかこのような形で命を奪われるとは、誰一人として

想像していなかった。凶行の動機や背景に重大な意味が潜んでいるのか、それと

も突発的で政治的背景の薄い単独犯なのかはともかく、首相の座を目前にしなが

ら病に倒れた父・晋太郎氏と同じ 67 歳で世を去ったことに、奇妙な符合のよう

なものも感じます。  

 

 繰り返しますが、今回のようなテロは決して容認できません。ただ、人の衝撃

的な死は、時にすべてを一色に塗りつぶしてしまいかねない力を持ちます。過去

は美化され、冷静な批評や批判を許さない風潮にも覆い尽くされてしまう。それ

もまた極めて危険なことであり、今回の事件をそういう意味での社会の“曲がり角”

にしてもならず、安倍氏の政治姿勢や政治手法がもたらした「功罪」の「罪」が

なんであったかも、あらためてきちんと見つめ直されなければならないと思いま

す。  

 

 また、今後は「テロ対策」などが声高に叫ばれることも予想されますが、それ

を契機として例えば警察による監視体制ばかり強まれば、それもまた自由な社会

を窒息に追い込んでしまいかねません。投票日が目前に迫った参院選を「弔い合

戦」のように矮小化することも避けるべきです。元首相の死を悼むことと、政治

への評価は分けて考えなければならない。 

 

そのためには、まさに言論の砦たるメディアとメディア人の役割が問われていま

す。（構成＝AERA dot.編集部・作田裕史） 


